


10-2 

１０．１．３ 道路吹雪災害に関わる資料収集 

（１）吹雪災害事例の抽出 

（新聞記事データベースによる吹雪災害事例） 

 北海道新聞記事データベースから、吹雪によって多数の車両が立ち往生したり、車両が吹きだまり

に埋もれて立ち往生したりするなど、近年の吹雪災害事例を以下の方法で抽出した。 

 

■新聞記事   ：北海道新聞データベース（http://www.aurora-net.or.jp/services/DB/） 

■検索期間   ：１９８８年７月～２００９年３月 

（１９８８年度～２００８年度までの２１冬期） 

■検索キーワード：「吹雪」and「立ち往生」and「国道」 

          上記の検索結果から、活動目的に合致する吹雪災害事例を選択した。 

 

（近年の顕著な吹雪災害事例） 

 上記のデータベースでは検索されなかったが、近年の大きな吹雪災害及び平成２１年度に発生した

吹雪災害を加え、近年の吹雪災害事例として合計２６件（気象現象１４件）を資料とした。近年の代

表的な事例を下記に示す。 

 

 ①２００４年１月１４日（道東地方） 

特にオホーツク海側で記録的な大雪と暴風雪により国道３９号、国道３３４号、国道２３６

号で合計２２２台の車両が立ち往生し、２７５人が救助された。 

 ②２００４年２月２３日（道北地方、道東地方） 

全道的な暴風雪により国道４０号豊富町～稚内市、国道３９号美幌町、女満別町、国道３３

４号斜里町、国道２７２号別海町で５件、合計５２１台の車両が吹雪によって立ち往生した。 

 ③２０１０年１月５日（国道３３６号えりも町） 

１月５日夕方から６日朝にかけて国道３３６号えりも町大和で車両約３０台が吹きだまり

のために立ち往生し、８４人が町役場や集会所に避難して一夜を明かした。 

 

（２）過去における大きな吹雪災害事例 

 このほか、近年の吹雪災害と対比させるため、過去における規模の大きい吹雪災害事例として以下

の２件の災害事例についても整理した。 

①１９６９年２月６日（一般国道１２号江別太） 

一般国道１２号江別太付近で、吹雪による吹きだまりのためトラック、バス、乗用車合わ

せて約５００台が立ち往生し、その復旧には 1週間を要した。 

②１９８０年３月１１日（一般国道２７５号） 

札幌市雁来橋～江別市対雁間の８km の区間で、猛吹雪のため朝９時頃から数１００台の

車が立ち往生した。札幌開発建設部の除雪車により夕方までに全車両を救出した。 

 

 （１）及び（２）で収集した吹雪災害事例を表１０－１に示し、その吹雪災害の位置を図１０－２

に示す。 
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表１０－１ 吹雪災害事例（１９８８～２００９年度） 

1990/3/13（火) 国道39号 端野町一区 49台
12日23:30ごろから吹きだまりで動けなくなる車両が発生し、約2km
の区間に計49台の車両が立ち往生。13日9時に始まった救助活動
は難航し、全員の救出は13日15時過ぎ。

1991/2/16（土) 国道336号 えりも町追分峠 約20台 16日10時30頃から、えりも町の海岸線まで4kmの地点で観光バス3
台を含む約20台の車両が、猛吹雪のため立ち往生する。

国道336号 広尾町広尾
 ～えりも町庶野間

7台 乗用車7台が雪に閉じ込められる。

1995/2/18（土) 国道391号 標茶町磯分内

国道243号 標茶町及び弟子
屈町

1996/1/9（火) 国道5号 小樽市張碓 241台
暴風雪により走行中の大型車が走行不能となり、後続車両がこれ
を追い抜くことが困難となり、約11kmの区間にわたって合計241台
の車両が立ち往生する。

2001/2/2（金) 国道40号 天塩町円山 56台 2日未明から夜にかけて、通行中の車両が、吹きだまりなどのため
身動きが取れなくなる。

国道40号 幌延町下沼 30台 2日未明から夜にかけて、通行中の車両が、吹きだまりなどのため
身動きが取れなくなる。

国道232号 遠別町富士見 30台 2日未明から夜にかけて、通行中の車両が、吹きだまりなどのため
身動きが取れなくなる。

2002/2/19（火) 国道243号 弟子屈町仁多
～標茶町萩野

5台 19日14時30分頃、吹きだまりのため車5台が動けなくなり、8時間後
に陸上自衛隊が救助。

2004/1/14（水) 国道39号 女満別町 136台 14日20時30分から22時40分にかけて多数の立ち往生車両が発生し、道
の駅に避難。

国道334号 女満別町 46台 14日23時39分から15日2時46分にかけて女満別町内の国道334号で立ち
往生となる車両が発生し、美幌ステーションに避難。

国道238号 湧別町～雄武町 40台 14日16時30分から15日5時30分にかけて、通行止め区間内で走行不能と
なり立ち往生した車両が生じ、ドライバー及び同乗者を救助。

2004/2/23（月) 国道40号 豊富町～稚内市 62台 23日11時10分～12時40分

国道39号 美幌町～女満別町190台 23日13時30分～19時30分 女満別町、道の駅へ避難。

国道39号 美幌町高野 118台 23日13時30分～19時30分

国道334号 斜里町 76台 23日15時00分～20時00分

国道272号 別海町 75台
23日18時45分から24日2時15分にかけて車両が立ち往生し、42台は自力
で脱出、残り33台は中標津道路事務所に避難、その後除雪車により救
出。

2005/1/30（日) 国道231号 浜益村

国道451号 浜益村

2008/2/23（土) 国道274号 長沼 約140台 23日18時30分頃から雪で動けなくなる車が出始め、24日2時に通
行止となるが、16時30分まで140台の車両が立ち往生する。

2008/4/1（火) 国道272号 標茶町
阿歴内原野

約70台
1日7時頃、乗用車同士の接触に端を発し、17台が立ち往生する。
1日13時に通行止めになった後、他路線から入り込んだ車両50台
が立ち往生する（別記事では事故のため70台が立ち往生）。

国道44号 浜中町 9台 吹雪のために立ち往生

2009/2/20（金) （不明） （不明） 救助要請40件 根室管内北部の地吹雪がひどく、JAF釧路支部によると立ち往生
などの救助要請が約40件に達する。

2009/2/21（土) 国道39号 端野町 数十台
21日7時30分頃、乗用車の追突事故を発端に、吹雪の中で数十台
の車が2時間近く立ち往生する。

2010/1/5（火) 国道336号 えりも町大和地区 約50台
5日17時30分から6日9時00分まで吹雪、吹きだまりで車両約50台が立ち
往生し、約110人が町役場や集会場に緊急避難して一夜を明かす。

※北海道新聞ＤＢから「吹雪」「立ち往生」「国道」で検索（1988～2008年度冬期）した。
※上記に加えて、2004年1月及び2月の同等吹雪災害（開発局公表資料）及び2010年1月えりも町での吹雪災害を加筆した。
※新聞記事で路線や場所が不明なものは（不明）とし、立ち往生した車両数が記載されていないものは空欄とした。

年月日 国道 地点 概要（新聞記事より抜粋）
立ち往生した
車両数

地吹雪や吹きだまりにより多数の車が立ち往生し、救助のために
除雪車が出動。合計75人が近くの小学校などに避難し、一夜を明
かす。

合計30台以上 30日17時に国道が通行止となったため、30台以上のバスや乗用車
が立ち往生し、公共施設に避難。
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（３）吹雪災害事例に関わる収集資料

 前述の吹雪災害事例を対象に、表１０－２に示す資料を収集した。これらの資料を図１０－３に示

すように吹雪災害事例毎に整理した。 

表１０－２ 道路吹雪災害事例における収集資料 

収集資料 備考 

新聞記事 主に北海道新聞の関連記事 

通行止めデータ 

吹雪災害の概要 

その他の災害資料 開発局公表資料など 

道路現況図 路線の状況 

交通センサス 平成 13 年度センサスデータ 

地上天気図 

気象庁アメダス 近傍観測所の毎時データ 

気象資料 

道路テレメータ 近傍観測所の毎時データ 

図１０－３（１） 吹雪災害事例のとりまとめ例 

吹雪災害の概要

被災道路の周辺環境や対策状況

気象概況及び地上天気図

吹雪災害の位置及び路線
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図１０－３（２） 吹雪災害事例のとりまとめ例 

１０．１．４ 道路利用者へのアンケート調査 

 道路吹雪災害による被害の軽減を道路利用者の側から検討することを目的に、ドライバーの交通行

動の実態を把握するアンケート調査を、以下のとおり実施した。図１０－４にアンケートの設問の流

れを示す。 

■アンケート方法 ：ｗｅｂアンケート

（ヤフーバリューインサイト株式会社による yahoo!会員へのアンケート）

■アンケート実施日：２０１０年３月１２日～３月１４日

（３月１０日～１２日は、発達した低気圧によって道東地方を中心に大荒れ

となり、国道の通行止めや航空便の欠航、ＪＲの運休などを生じている） 

■アンケート対象者：アンケート時点において、以下の経験をした人

「ここ数日間の悪天候に際して、吹雪の中での長距離ドライブを経験した」 

※なお、長距離ドライブの目安として、市内での通勤、通学、買い物を含ま

ない片道５０km 以上の運転とした。

■回答者数 ：３０名×性別（２）×年齢（５）＝合計３００名 

性別）男女 

年齢）１８～２９歳、３０代、４０代、５０代、６０代 

■アンケート内容 ：吹雪に遭遇したドライブの計画について

吹雪に備えての準備や情報収集の実態 

遭遇した吹雪の程度や状況、吹雪に遭遇してからの行動 

吹雪災害に関わる要望や考え方、属性、運転頻度 

近傍観測所の気象経過

新聞報道記事など

b09
テキストボックス
新聞記事の著作権を考慮し
白塗り処理しております。
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予備Ｑ．ここ数日間の悪天候に際して、吹雪の中での長距離ドライブを経験し
ましたか？

Ｑ１．実際にドライブされた区間は？（記入） Ｑ２．ドライブの目的は？（ひとつ） Ｑ３．そのときの車種は？（ひとつ）

Ｑ４．ドライブ中に吹雪に遭遇するかもしれないことを、出発前に知っていましたか？（ひとつ）

ドライブ計画

Ｑ５．それはどのようにして知りましたか？（いくつでも）

Ｑ７．走行中に吹雪に遭遇するかもしれないと思い、出発前に吹雪に備えた準備や心がけをしましたか？（ひとつ）

Ｑ６．冬の間に普段から行なっている準備や心がけがあれば、選んでください（いくつでも）

Ｑ８．吹雪に備えて具体的にどのような準備をしましたか？（いくつでも）

Ｑ９．走行中に吹雪に遭遇するかもしれないことを知って、
出発の時点で何か予定を変えましたか？（いくつでも）

Ｑ１０．予定を変えた理由は何ですか？（いくつでも）
Ｑ１１．吹雪に備えた準備や心がけをしなかった
理由は何ですか？（いくつでも）

経験した

知っていた

準備や心がけをした 準備や心がけをしな
かった

知らなかった
（気にしていなかった）

可能性はあると思った
が、知らなかった

準備や心がけをした

Ｑ１２．ドライブ中に吹雪を経験しましたか？経験した場合、その吹雪の程度
は？（ひとつ）

Ｑ１３．運転中、吹雪に遭遇してどのような行動をとりましたか？（ひとつ）

Ｑ１４．今回の吹雪の中のドライブで、できるだけ避けた道路は？（ひとつ）
Ｑ１５．今回の吹雪の中のドライブで、できるだけ優先して通った道路は？
（ひとつ）

Ｑ１６．今回の吹雪の中のドライブで、最も危険や不安を感じたのは？（ひと
つ）

Ｑ１７．今回の吹雪の中のドライブで、もっとも必要とした情報は？（ひとつ）

Ｑ１８．視界不良や事故への危険（Ｑ１６）、必要とした情報（Ｑ１７）のほかに、
吹雪の中を走行していて困ったことはありますか？（いくつでも）

Ｑ１９．吹雪の中でのドライブ中で、交通情報や気象情報を積極的に調べ
ましたか？（いくつでも）

Ｑ２０．今回経験されたような吹雪が同じように予想される場合、次回はドライ
ブしますか？（ひとつ）

吹雪時の走行状況・経験内容

Ｑ２１．この「北海道地区道路情報」についてお聞きします。 「北海道地区道路情報」について、以下のサービスを知っていましたか？（いくつでも）

Ｑ２２．普段利用しているサービスはありますか？（いくつでも）
Ｑ２３．今後、吹雪が予想される中でのドライ
ブで、これらのサービスを利用したいと思い
ますか？（いくつでも）

ＰＣ版、携帯版、メールサービスの少なくともひとつを知っていた 知らなかった

Ｑ２４．近年、激しい吹雪によって多数の車両が立ち往生する吹雪災害が発
生しています。このような吹雪災害をできるだけ防ぐためには、どのような方
法が重要だと考えますか？（いくつでも、順位付け）

Ｑ２５．過去に経験した道路での吹雪災害があれば、具体的に記載してくだ
さい。（任意、自由記述） （吹雪による道路上での立ち往生や視界不良によ
る事故などの経験）

Ｑ２６．道路の吹雪対策に対しての要望あれば、具体的に記載してください。
（任意、自由記述）

Ｑ２７．最後に冬道の運転頻度を教えてください。（通勤・買い物、長距離ドラ
イブから各ひとつ）

要望、その他

アンケートの対象としない
経験しなかった

 

図１０－４ 道路利用者に対するアンケートの設問の流れ 
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（２）道路吹雪災害時の吹雪量 

 長沼、天塩、羅臼アメダスの過年度データ（３１～３２冬期）から算定した吹雪量から任意の２４

時間吹雪量の合計値を統計した。この２４時間吹雪量の発生順位と近傍の国道における道路吹雪災害

との関係を調べた。長沼は２００８年２月の吹雪災害の特異性から、天塩は道北日本海側の吹雪常襲

地域の代表箇所として、羅臼は道東の吹雪量の多い地域として選定した。 

 

■長沼アメダス（国道２７４号、表１０－４） 

 過去３１冬期の２４時間吹雪量は、１９９１年２月１７日の６．５１m3/m が際立って大きく、多

数の車両が立ち往生した２００８年２月２４日の吹雪災害時の４．３９m3/m がこれに続く。５位ま

では２m3/m 以上であるが、それ以降の吹雪量に大きな差はみられない。長沼アメダスの気象データ

から推定した吹雪量によると、１９９１年２月１７日と２００８年２月２４日の２事例の吹雪が、過

去３１年間で最も厳しかったことがうかがえる。なお、２４時間吹雪量が第１位である１９９１年２

月１７日には、国道３３６号えりも町で２件（合計３７台）の吹雪による立ち往生が発生している。

しかし、後述する天塩アメダスの吹雪量に比較するとこの値は決して大きくはなく、少ない吹雪量で

も交通量の多い路線では、視程障害による交通容量の低下を招き、事故の危険性が高まることもあり、

その結果として車両の立ち往生が生じやすくなることが考えられる。 

 

表１０-４ ２４時間吹雪量の順位（長沼アメダス） 

長沼（国道274号）

順位
24時間
吹雪量

（m3/m）

通行止め
（当該路線）

車両の立
ち往生
（当該路線）

吹雪災害に関する報道
※道新DBから、当日を含む前後3日間を対象に「吹雪」で検索
※1987年以前は記録がないため 報道の有無は不明（－）

1 1991年2月17日 15:00 6.51 ○ 道央、道東で暴風雪、国道336号えりも町で37台の車が立ち往生
2 2008年2月24日 15:00 4.39 ● ● 道央で暴風雪（長沼吹雪災害）、豊浦で死亡事故
3 1986年1月15日 11:00 3.22 ○ －
4 1990年3月13日 16:00 2.94 ○ 国道14区間が通行止め、端野で車両40台が立ち往生
5 2003年3月9日 12:00 2.83 ○ 道東で吹雪のため国道、道道が通行止め
6 1986年3月3日 20:00 1.71 ○ －
7 2004年2月23日 16:00 1.57 ○ 2004年2月道東暴風雪。道央でも吹雪による事故・通行止め多発
8 1980年3月11日 19:00 1.51 ○ －
9 1987年2月4日 14:00 1.44 ○ －

10 1994年2月10日 15:00 1.32 ○ 道東・道北で吹雪のため国道、道道が通行止め
11 1997年2月22日 10:00 1.29 ○ 全道的に吹雪のため大荒れ、国道での多重衝突事故が相次ぐ
12 1991年3月7日 15:00 1.22 ○ 千歳空港一時閉鎖、道東で道道通行止め
13 1994年2月22日 19:00 1.18 ○ 全道的に大荒れ、高速、国道、道道で通行止め。JR石勝線が脱線。
14 1995年2月18日 14:00 1.16 ○ 道東で吹雪による立ち往生（国道391号、国道243号）

15 1985年2月16日 5:00 1.15 ○ －

日付 起時

●：あり、○：なし （車両の立ち往生：吹雪により多数の車両の身動きが取れなくなった事例）  

 

■天塩アメダス（国道２３２号、表１０－５） 

 次に、天塩アメダスでの２４時間吹雪量を見ると国道４０号天塩町円山、幌延町下沼、国道２３２

号遠別町富士見で合計１１６台が立ち往生した２００１年２月２日の吹雪災害を上回る吹雪量を記

録したが、天塩では災害に至らなかった吹雪が４事例ある。例えば１９８６年１２月２７日の吹雪事

例が１０m3/m を超えた。また、吹雪災害事例を含めこれらの事例の２４時間吹雪量は、６位以下の

吹雪事例に比べて際立って大きな値ではない。 

また、１９９７年３月３１日の事例では通行止めもなく吹雪に関わる新聞報道も見当たらないため、

３月末であることも併せて考えると、計算値ほどの厳しい吹雪とはならなかったことが推察される。 
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表１０－５ ２４時間吹雪量の順位（天塩アメダス） 

天塩（国道232号）

順位
24時間
吹雪量

（m3/m）

通行止め
（当該路線）

車両の立
ち往生
（当該路線）

吹雪災害に関する報道
※道新DBから、当日を含む前後3日間を対象に「吹雪」で検索
※1987年以前は記録がないため 報道の有無は不明（－）

1 1986年12月27日 0:00 10.35 ● －
2 1997年3月31日 16:00 9.45 ○ 吹雪災害に関する報道はされていない
3 1980年3月11日 22:00 9.19 ● 国道275号西角山で車数100台が立ち往生
4 1984年1月16日 11:00 8.87 ● －
5 2001年2月2日 23:00 8.55 ● ● 遠別町・天塩町（国道40号、国道232号）で立ち往生車両
6 1986年3月18日 5:00 8.21 ○ －
7 1988年2月3日 19:00 7.50 ○ 吹雪災害に関する報道はされていない
8 2001年12月14日 21:00 6.91 ● 留萌・道北で吹雪による通行止め、道央で大雪
9 1981年3月27日 1:00 6.89 ● －

10 1985年1月17日 6:00 6.83 ● －
11 1979年3月31日 21:00 6.34 ● －
12 1982年11月25日 14:00 6.03 ○ －
13 1986年1月6日 10:00 6.00 ○ －
14 2004年2月23日 16:00 5.99 ● 2004年2月道東暴風雪。道央でも吹雪による事故・通行止め多発

15 1989年1月29日 0:00 5.70 ○ 道東・道北で道道が通行止め、千歳空港で欠航便
●：あり、○：なし （車両の立ち往生：吹雪により多数の車両の身動きが取れなくなった事例）

日付 起時

 

 

■羅臼アメダス（国道３３４号、表１０－６） 

 羅臼アメダスでの３１冬期の２４時間吹雪量では、根室地方北部で多くの車両が走行不能となった

２００９年２月２１日の順位は１３位（３．８１m3/m）である。上位３事例の吹雪量が１０m3/m を超

えていることに比較すると、吹雪災害時の吹雪量はそう多くない。ただし、この日に国道３３４号で

実際に車両の立ち往生が生じたかどうかは不明である。 

 

表１０－６ ２４時間吹雪量の順位（羅臼アメダス） 

羅臼（国道334号）

順位
24時間
吹雪量

（m3/m）

通行止め
（当該路線）

車両の立
ち往生
（当該路線）

吹雪災害に関する報道
※道新DBから、当日を含む前後3日間を対象に「吹雪」で検索
※1987年以前は記録がないため、報道の有無は不明（－）

1 1980年3月11日 15:00 13.22 ● －
2 2006年3月20日 23:00 11.37 ● 道東で強風、国道・道道で通行止め、中標津空港が全便欠航
3 1985年2月15日 20:00 10.07 ● －
4 1980年1月15日 12:00 9.47 ○ －
5 1985年2月12日 12:00 8.06 ● －
6 1989年1月29日 5:00 6.95 ○ 道東・道北で道道が通行止め、千歳空港で欠航便
7 2006年1月24日 2:00 5.11 ● 一部交通機関に乱れ、吹雪のため道東で小中学校の休校あり
8 2005年12月27日 12:00 4.08 ○ 山形県で羽幌線脱線、道東地方の国道で通行止め
9 1987年3月7日 16:00 4.03 ○ －

10 2007年2月4日 23:00 3.96 ○ 道道で通行止め、千歳空港で欠航便、JR一部運休
11 1983年12月13日 2:00 3.96 ○ －
12 1984年2月4日 19:00 3.92 ○ －
13 2009年2月22日 1:00 3.81 ○ ●※1 道東で暴風雪、根室北部、国道39号端野町で立ち往生車両
14 2009年3月11日 22:00 3.80 ○ 道南で季節はずれの吹雪
15 1986年3月18日 18:00 3.38 ● －

日付 起時

 ※1：新聞記事では国道334号で立ち往生が生じたかは明記されていない。
●：あり、○：なし （車両の立ち往生：吹雪により多数の車両の身動きが取れなくなった事例）
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１０．２．２ 過去の吹雪事例との比較 

 ３地点（路線）での過去３１～３２冬期の吹雪量を検討した結果、付近の国道での吹雪災害の発生

が明確でない羅臼アメダス（国道３３４号）を除いて、車両の立ち往生を生じた吹雪災害は２４時間

吹雪量の大きさに対応している。しかし、過去の吹雪量と比較すると、これまでに経験したことがな

い規模とは限らず、むしろこれを上回る吹雪も発生していることがわかった。そこで、吹雪量に限ら

ず他の気象要素と併せ、過去の吹雪事例と多数の車両が立ち往生した吹雪災害事例を比較、検討する。

ここでは、長沼アメダス（国道２７４号）と天塩アメダス（国道２３２号）の２箇所を扱った。 

 

■長沼アメダス（国道２７４号、図１０－５） 

 長沼アメダスでは２００８年２月２４日の吹雪災害を上回る規模であるが災害にならなかった吹

雪事例が１９９１ 年２月１６～１７日に発生している。この両者の吹雪量の時間経過を比較すると、

１９９１年２月の吹雪事例の方が継続時間は長く、その結果として累計吹雪量は多くなっているのに

対し、多数の車両が立ち往生した２００８年２月では夜半以後の短い時間帯に吹雪量が集中している

違いがあった。また吹雪量が算定され始めた時間は１９９１年２月では昼前後からであり、２００８

年２月では夕方以降で、急速に風速も増大しているという違いもわかる。なお、このときの風向は両

者とも北風が卓越しており、国道２７４号の道路走向に対してはやや鋭角に横断する方向である。 

 次に、この２事例の気温の時間経過に着目する。１９９１年２月の事例では吹雪量が最大となる２

月１７日午前中の気温は概ね－５℃前後で推移し時間変化は少ない。一方、多数の車両が立ち往生し

た２００８年２月では、２３日夕方以降に気温が急速に下がったのち、－１０℃前後で推移している。

気象データから計算した吹雪量は１９９１年２月の事例の方が大きいが、２００８年２月の吹雪災害

時の気温が－１０℃前後であることを考えると、現地での実際の吹雪はこちらの方が厳しかった可能

性がある。２００８年２月の国道２７４号長沼での吹雪災害時の気象は次のようにまとめられる。 

 

国道２７４号長沼での吹雪災害時の気象の特徴（２００８年２月） 

●著しい気象の急変がある（夕方以降に風速が急速に増加、気温の急速な低下）。 

●吹雪量のピークが短い時間に集中している。 

●吹雪量のピーク時の気温が－１０℃前後の低温で推移している。 

 

■天塩アメダス（国道２３２号、図１０－６） 

 国道４０号、２３２号で相次いで車が立ち往生する吹雪災害が２００１年２月２日に発生したが、

天塩アメダスから求めた吹雪量は、１９８６年１２月２６日、１９８０年３月１１日の方が大きい。 

この３事例に対して、吹雪量と風速に着目すると２００１年２月（吹雪災害事例）と１９８０年３

月の吹雪時は、どちらも連続して吹きつける強風によって一定の吹雪量が継続している。しかし、多

数の車両が立ち往生した２００１年２月の吹雪量はピークが日中であり、１９８０年３月の吹雪では

交通量の少ない夜半から早朝がピークである。一方、最も吹雪量の大きい１９８６年１２月の吹雪は

１２月２６日の午前中に集中し、短時間に集中した吹雪量としては１９８６年１２月の方が厳しい気

象条件であったように見える。なお、３事例の風向は１９８０年３月の吹雪が北西、１９８６年１２

月の吹雪が西南西であり、２００１年２月は西南西であった。これらは国道２３２号の道路走向に対

して１９８０年３月は鋭角に、他の２事例はほぼ直交する風向であった。 
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 次に、気温の経過に着目すると、多くの車両が立ち往生した２００１年２月の吹雪では、気温が－

１０℃を下回るのに対して、１９８０年３月及び１９８６年１２月の吹雪時の気温はそれぞれ－７度

前後、－４度前後を推移しており、吹雪災害事例よりも気温は高い。 

 吹雪量や風速の時間経過からは、１９８６年１２月の吹雪が突出した厳しい気象条件に見えるが、

吹雪時の気温に着目すると、気温が最も急激に低下するとともに－１０℃前後の低温となったのは、

２００１年２月の吹雪災害時である。２００８年２月の国道２７４号長沼での吹雪災害と同様に、吹

雪量の大きさだけでなく、気温の急激な低下と－１０℃前後の低温であることが共通している。 

 

国道２３２号天塩での吹雪災害時の気象の特徴（２００１年２月） 

●著しい気象の急変がある（夜半から気温が急速に低下）。 

●吹雪時の気温が－１０℃前後と他の吹雪時例に比較して低い。 
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図１０－５ 過去の吹雪事例と吹雪災害時との吹雪量、風速、気温の比較（長沼アメダス） 
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表１０－７ 気象災害事例の天気図パターン分類の結果（１９８８年度以降の吹雪災害） 

概況

1990/3/13（火) 国道39号 端野町一区 49台 低気圧
（千島）

日本海から北海道南岸を進んだ低気
圧が千島列島付近で発達

1991/2/16（土) 国道336号 えりも町追分峠 約20台

国道336号 広尾町広尾
～庶野間

7台

1995/2/18（土) 国道391号 標茶町磯分内

国道243号 （不明）

1996/1/9（火) 国道5号 小樽市張碓
低気圧

（オホーツク）
北海道付近を進んだ低気圧がオホー
ツク海に停滞し、猛烈に発達

2001/2/2（金) 国道40号 天塩町円山 56台

国道40号 幌延町下沼 30台

国道232号 遠別町富士見 30台

2002/2/19（火) 国道243号 弟子屈町仁多
～標茶町萩野

5台 冬型
（北風）

北海道の東海上に発達した低気圧が
停滞し、強い冬型気圧配置となる

2004/1/14（水) 国道39号 女満別町 136台

国道334号 女満別町 46台

国道238号 湧別町～雄武町 40台

2004/2/23（月) 国道40号 豊富町～稚内市 62台

国道39号 美幌町～女満別町 190台

国道39号 美幌町高野 118台

国道334号 斜里町 76台

国道272号 別海町 75台

2005/1/30（日) 国道231号 浜益村

国道451号 浜益村

2008/2/23（土) 国道274号 長沼 約140台 低気圧
（太平洋）

日本海から発達した低気圧が津軽海
峡を通過、北海道の南東海上に進む

2008/4/1（火) 国道272号 標茶町
阿歴内原野

約70台

国道44号 浜中町 9台

2009/2/20（金) （不明） （不明） 救助要請40件

2009/2/21（土) 国道39号 端野町 数十台

2010/1/5（火) 国道336号 えりも町大和地区 約50台 低気圧
（太平洋）

本州を進んだ二つ玉低気圧が、発達
しながら北海道の南を通過

低気圧
（千島）

北海道と本州を進んだ低気圧が、千
島列島の南で猛烈に発達し、停滞す
る

低気圧
（千島）

津軽海峡付近を通過した低気圧が、
千島列島付近で猛烈に発達

合計30台以上

立ち往生した
車両数

オホーツク海で発達した低気圧が停
滞し、強い冬型の気圧配置が継続

本州南岸を進んだ低気圧が三陸沖で
猛烈に発達

冬型
（西風）

低気圧
(太平洋）

低気圧
（千島）

本州方面から進んできた二つ玉低気
圧が千島列島付近で猛烈に発達

冬型
（西風）

本州付近を東進した低気圧が三陸沖
で急速に発達

千島列島付近に発達した低気圧が停
滞し、強い冬型気圧配置が継続

宗谷海峡付近に進んだ低気圧が発
達し、強い冬型気圧配置となる

低気圧
（太平洋）

冬型
（北風）

年月日 国道 地点
気象概況

天気図パターン
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表１０－８ 気象災害事例の天気図パターン分類の結果（代表的な過去の吹雪災害） 

概況

1969/2/6（木) 国道12号 江別 約500台
低気圧

（オホーツク）

本州方面から進んだ低気圧が、オ
ホーツク海で発達し、冬型気圧配置
が強まる。

1980/3/11（火) 国道275号 西角山 数100台 冬型（西風）
本州方面から進んだ二つ玉低気圧
が、千島列島で発達し強い冬型気圧
配置となる。

気象概況

天気図パターン
年月日 国道 地点

立ち往生した
車両数

 

 

 この結果、多数の車両が立ち往生する吹雪災害は、同じような天気図パターンで同じ地域や場

所で発生しているように見える。西風タイプの冬型気圧配置の場合には、日本海側北部で吹雪災

害の発生が集中し、北風タイプの冬型気圧配置の場合には、道東地方内陸部の弟子屈町や標茶町

で車両が立ち往生する吹雪災害が発生している。 

 次に、発達した低気圧に伴う吹雪では、低気圧の位置がオホーツク海の場合には、札幌市郊外

で吹雪災害が、千島列島付近の場合にはオホーツク海側を中心として吹雪災害が、低気圧が太平

洋沖を発達しながら通過した場合には、襟裳岬周辺や道東太平洋側で吹雪災害が集中している。

２００８年２月２３日の国道２７４号長沼での吹雪災害は、発達した低気圧が太平洋沖を通過し

たもので、低気圧に向かって吹き込む北寄りの風によって著しい吹雪となったものである。 

 なお、２００４年１月１４日及び２月２３日に相次いだ吹雪災害では、道東から道北にかけて

の広範な地域で道路吹雪災害が発生している。 

 一方、過去の吹雪災害（１９６９年２月６日、１９８０年３月１１日）は、それぞれ低気圧が

オホーツク海で発達したもの、西風タイプの冬型気圧配置によるものであった。 

 図１０－９（１）～（３）にこれらの吹雪災害事例と天気図パターンとの関係を模式的に示す。

この結果を総合すると、天気図パターンによって吹雪災害の多い地域は図１０－１０のように模

式的に整理することができる。 
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１０．３ 道路吹雪災害時の交通実態 

 

１０．３．１ 近年の道路吹雪災害の特徴 

（１）吹雪災害の頻度と発生地域 

 北海道新聞データベースなどから抽出した２２年間の道路吹雪災害（吹雪によって多数の車両

の立ち往生した災害）の発生地域を整理すると次のようになる。また、２２年間で１３件の気象

現象により合計２６路線で吹雪による多数の車両の立ち往生が発生している。これは、２年に 1

回の割合で２路線での吹雪災害が発生していることになる。 

①札幌圏 --------------札幌近郊で２件の道路吹雪災害が発生している。札幌近郊では、過去に

も江別や西角山で大規模な吹雪災害が発生している。 

②日本海側北部 -----日本海側の地域で３件の気象現象により、合計６路線で吹雪による立ち

往生が発生している。１件を除いて強い冬型気圧配置による。 

③太平洋側 -----------降積雪の多くない地域である襟裳岬周辺や釧路管内の太平洋側で３件の

気象現象により、合計４路線の吹雪災害が発生している。 

④道東内陸部 --------網走北見周辺で６件、弟子屈周辺で３件の道路吹雪災害が発生している。

２００４年に代表されるように、近年この地方での吹雪災害が多い。 

 過去の大規模な道路吹雪災害（１９６９年、１９８０年）は、ともに札幌近郊で発生している

が、ここ２２年間の吹雪災害は札幌圏に限らず、吹雪の常襲地域である日本海側はもとより、太

平洋側や道東地域などで広域的に発生している。特に、普段は降積雪の多くない太平洋側でも吹

雪によって多数の車両が立ち往生する吹雪が発生していることが特筆される。このように、近年

の吹雪災害による被災路線は吹雪の常襲地域と必ずしも一致しないことが特徴といえる。これは、

吹雪常襲地帯では、従来から進められてきた吹雪対策の効果が表れた結果ともいえる。 

 

（２）吹雪災害を引き起こす気象パターン 

 過去２２年間の吹雪災害の気象パターンを分類すると、表１０－９のようになる。最近２２年

間の吹雪災害は冬型気圧配置による災害より、発達した低気圧による災害の数の方が上回ってい

る。近年では、「爆弾低気圧」といった言葉に代表されるように、北海道付近で急速に発達する低

気圧によってもたらされる吹雪災害に着目する必要があるといえる。 

 

表１０－９ １９８８～２０１０年度に生じた吹雪災害の気象パターン 

（吹雪によって多数の車両が立ち往生した吹雪災害） 

気象パターン 
吹雪災害の件数 

（被災した路線数）

１９８７年度以前の 

道路吹雪災害 

冬型（西風タイプ） ２件（５路線） １９８０／３／１１（西角山）冬型気圧配置に

よる吹雪災害 冬型（北風タイプ） ２件（３路線）  

低気圧がオホーツク海で発達 １件（１路線） １９６９／２／６（江別） 

低気圧が千島列島付近で発達 ４件（１１路線）  

発達した低気圧

による吹雪災害 

太平洋沖を発達した低気圧が通過 ４件（６路線）  
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（３）道路吹雪災害の構造について 

北海道新聞データベースなどから抽出した２２年間の道路吹雪災害（吹雪による多数の車両の

立ち往生した災害）の報道記事などから、立ち往生の発端を表１０－１０のように分類すること

ができる。吹雪による事故や通行止めが原因となって、車両が身動きできなくなった吹雪災害は

合計４件であり、吹雪が直接的な影響で走行不能となった吹雪災害は１７件に達する。 

このうち、１９９６年１月の国道５号小樽市張碓では吹雪による吹きだまりなどで身動きが取

れなくなった大型車を先頭に、２００８年２月の国道２７４号長沼町での吹雪災害では小型車を

先頭に数珠繋ぎ状態で多数の車両が立ち往生している。このことから、視程障害や吹きだまりに

よって身動きが取れなくなる車両が 1台でも生じると、後続車がこれを追い越すことができずに

結果として多数の車両が吹雪の中で身動き取れなくなる状況が推察できる。 

 

表１０－１０ １９８８～２００９年度に生じた吹雪災害における立ち往生の発端 

（吹雪によって多数の車両が立ち往生した吹雪災害） 

吹雪による視程障害や

吹きだまり 
立ち往生のきっかけ 

吹雪災害の件数 

（路線毎にカウント） 

直接的に影響（吹雪による走行不能） １７件 

車両事故による ２件 
間接的に影響 

通行止めによる ２件 

不明 ５件 

 

（４）その他の特徴や課題 

 多数の車両が立ち往生した吹雪災害は、１４件の気象現象によって合計２６箇所で発生してい

る。吹雪災害が発生した１４件の気象現象のうち、週末は土曜日４件、日曜日１件である。吹雪

による走行不能が起因となる道路吹雪災害では、道路利用者の属性や交通量による次のような違

いが関係している可能性がある。 

・吹雪時の走行に慣れていない週末ドライバーの割合が増加（経験不足、準備不足、情報不備） 

・地吹雪による影響を受けやすい目線位置の低い小型車の増加 

・交通量の変化（増加による渋滞発生、逆に交通量減少による走行車の孤立） 

 また、社会的背景として次のような点も指摘することができる。 

・乗用車、運転免許の普及による様々な属性のドライバーの増加（特に高齢ドライバーの増加） 

・近年、穏やかな冬が続くことによるドライバーの油断、準備不足 

・冬期道路管理が向上したことによる平常時の走行環境の向上（夏道化） 

・車両の走行性の向上、４ＷＤの普及によるドライバーの過信 

 これらのドライバーの交通行動などに関わる要因について、アンケート結果を基に次節で検討

する。 
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１０．３．２ 吹雪時のドライバーの交通行動 

（１）アンケート回答者の属性 

 アンケート回答者の出発地と目的地を表１０－１１に、目的と車種を図１０－１１に示す。ア

ンケート回答者は石狩地方－道央圏・上川・道南の移動が多い状況にあった。ドライブの目的と

しては観光、レジャー、帰省などのプライベートが多く、車種は乗用車が大多数を占める。 

 

表１０－１１ アンケート回答者の出発地と目的地 

宗谷 留萌 上川 網走 根室 釧路 十勝 空知 石狩 後志 日高 胆振 渡島 檜山 道外 不明

宗谷 1 1 1 0 0
留萌 1 2 0 0
上川 1 2 4 1 5 7 1 0 0
網走 3 7 3 1 5 0 0
根室 1 2 1 0 0
釧路 2 3 3 2 0 0
十勝 1 2 2 5 4 0 0
空知 3 1 1 1 4 1 0 0
石狩 1 3 33 5 7 15 29 32 3 17 15 0 0
後志 5 2 1 0 0
日高 1 2 2 0 0
胆振 15 1 1 3 2 0 0
渡島 7 1 9 1 0 0
檜山 0 0
道外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
不明 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

出発地

目的地
300人
全回答者

 

 

アンケート回答者のドライブの目的（各世代30名×男女＝合計300名）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

18-29歳

30代

40代

50代

60代以上

全
体

性
別

年
代

観光、レジャー目的

帰省などの私用

運送業のため（バス、ト
ラック等）

業務目的（仕事のための
移動として）

その他

 

アンケート回答者の車種（各世代30名×男女＝合計300名）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

18-29歳

30代

40代

50代

60代以上

全
体

性
別

年
代

乗用車（セダンなど運転
席が低いタイプ）

乗用車（ＲＶ車、ミニバン
など運転席が高いタイプ）

トラック

バス

その他

 
図１０－１１ アンケート回答者のドライブの目的と車種 
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（２）吹雪に備えた準備や認識について 

 吹雪に遭遇する可能性を、アンケート回答者が出発前に認識していたかどうかを聞いた結果を

図１０－１２に示す。上段の図は回答者全体を属性別に示し、下段の図は「片道１００km 以上か

つ他支庁への移動」に限って集計した。回答者全体の３０～４０％は吹雪に遭遇する可能性を認

識せず、長距離ドライブといえる片道１００km 以上かつ他支庁への移動に限った結果でも、該当

者１５８名のうち５４名は吹雪に遭遇する可能性を認識していなかった。特に、７名の回答者は

「知らなかった（気にしていなかった）」と回答し、途中で吹雪に遭遇することを全く予期せずに

出発したことになる。 

 また、吹雪に遭遇するかもしれないことを知った手段（複数回答可）としては、テレビ（７８．

７％）、インターネット（３６．５％）、ラジオ（２７．９％）、新聞（１９．８％）の順に多かっ

た。ただし、ｗｅｂアンケートによる結果のため、回答者全体がインターネット利用者であるこ

とに注意する必要がある。 

 なお、アンケート期間（３月１２日～１４日）の直前の３月１０日には、発達した低気圧の接

近による暴風雪が予想されており、気象庁では暴風雪や大雪に関する注意報や警報を発表し、報

道機関を通じて広く注意を呼びかけている状況にあった。実際に、３月１０日～１１日にかけて

道東地方を中心とした暴風雪に見舞われ、国道の通行止めや航空便の欠航、ＪＲの運休など、交

通期間への大きな影響が出ている。なお、アンケート回答者はこの吹雪の中での走行を経験した

人が対象なので、回答者は走行中に何かしら吹雪の影響を受けていることが前提となっている。 

 

ドライブ中に吹雪に遭遇するかもしれないことを、出発前に知っていたか？
（各世代30名×男女＝合計300名）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

18-29歳

30代

40代

50代

60代以上

全
体

性
別

年
代

自分で調べたので、出発
前に知っていた

自分では調べなかった
が、出発前に知っていた

可能性はあると思ったが、
知らなかった

知らなかった（気にしてい
なかった）

 

ドライブ中に吹雪に遭遇するかもしれないことを、出発前に知っていたか？
※片道100km以上かつ他支庁へドライブした回答者に限定

70人

34人

47人

7人

0人 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人 80人

自分で調べたので、出発前に知っていた

自分では調べなかったが、出発前に知っていた

可能性はあると思ったが、知らなかった

知らなかった（気にしていなかった）

 
図１０－１２ 出発前におけるアンケート回答者の吹雪に対する認識 

（上図は回答者全員、下図は片道１００km 以上かつ他支庁へ移動した回答者のみ集計） 
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 次に、吹雪に遭遇する可能性を認識していた回答者に対して、吹雪に対して何かしらの準備を

行なったかどうかを図１０－１３に示す。その結果、回答者の約半数は吹雪に遭遇する可能性を

知りながら準備をせずに出発している実状がわかる。属性に着目すると、男女差は少ないが、年

齢層が低いほど吹雪に対する準備を行なわなかった人が多い傾向にある。また、片道１００km 以

上で他支庁へ移動した回答者に限っても、半数近くは吹雪に対する準備を行なっていなかった。 

 

吹雪に遭遇するかもしれないと思い、吹雪に備えた準備や心がけをしたか？
（出発前に吹雪の遭遇することを知っていた、または可能性があると思ったドライバーのみ回答）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

18-29歳

30代

40代

50代

60代以上

全
体

性
別

年
代

吹雪に備えた準備や心がけをした 吹雪に備えての準備や心がけは特にしなかった
 

吹雪に遭遇するかもしれないと思い、吹雪に備えた準備や心がけをしたか？
（出発前に吹雪の遭遇することを知っていた、または可能性があると思ったドライバー）

※片道100km以上かつ他支庁へドライブした回答者に限定

80人

71人

0人 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人 80人 90人 100人

吹雪に備えた準備や
心がけをした

吹雪に備えての準備や
心がけは特にしなかった

 
図１０－１３ 吹雪に遭遇するかもしれないと思った回答者の出発前の準備について 

（上図は回答者全員、下図は片道１００km 以上かつ他支庁へ移動した回答者のみ集計） 

 

 ここで、図１０－１３の下図で「吹雪に備えての準備や心がけは特にしなかった」と回答した

７１人に、その理由を聞いた結果を図１０－１４に示す。７１人のうちの１／３～約半数の人が、

「出発時点では天候が荒れていなかったから」「大した悪天候にはならないと思ったから」「通り

慣れた道、または良く知っている道だから」を理由としており、ドライバーの油断や認識不足を

表す結果となっている。 
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吹雪に備えた準備や心がけをしなたっか理由
（複数回答可、片道100km以上かつ他支庁へドライブした回答者）

35人

24人

30人

7人

2人

9人

12人

5人

4人

5人

0人 10人 20人 30人 40人

出発時点では天候が
荒れていなかったから

大した悪天候にはならないと
思ったから

通り慣れた道、または
良く知っている道だから

吹雪の中での運転には
自信があるから

車の性能が良いから

路面状態が良かったから

道路条件や天候が悪ければ、
引き返そうと思ったから

吹雪に対して、何を準備したら
良いかわからなかったから

吹雪の走行に役立つ
準備はないから

その他

 

図１０－１４ 吹雪に遭遇するかもしれないと思いつつ、出発前に準備をしなかった理由 

（片道１００km 以上かつ他支庁へ移動した回答者のみ集計） 

 

 一方、出発前に吹雪に対する準備を行なった人のその内容は、スコップ、長靴、多めの防寒服

や手袋を積んだ人が多く、走行時間や経路の再検討や情報入手先を調べる人も比較的多かった（図

１０－１５）。 

吹雪に遭遇するかもしれないと思い、どのような準備や心がけをしたか？（複数回答可）

76人

86人

48人

43人

63人

33人

22人

32人

48人

56人

36人

51人

36人

5人

0人 20人 40人 60人 80人 100人

長靴を積んだ

スコップを積んだ

スノーヘルパーを積んだ

牽引ロープを積んだ

防寒服や手袋を多めに持った

懐中電灯を積んだ

水や食料を持った

ウォッシャー液を補充した

走行する経路を再度検討した

ドライブに要する時間を再度検討した

家族や知人に走行する経路を伝えた

移動中の道路情報について入手先を調べた

移動中の気象情報について入手先を調べた

その他

 

図１０－１５ 吹雪に遭遇するかもしれないと思い回答者が行った出発前の準備 
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（３）吹雪に遭遇してからの行動 

 ドライブ中に遭遇した吹雪の程度は「吹雪の中に閉じ込められほとんど走行できなくなった、

または立ち往生した」が７人、「なんとか走行できたが、全く前が見えなかった」が８２人、「視

界１００m 程度」が８１人であり、アンケート回答者３００人のうち１７０人がそのときの吹雪

を視界１００m 以下と回答している。この１７０名が吹雪に遭遇したときの行動をまとめたのが

図１０－１６である。「普段より速度を落として注意しながら、予定通り走行した」が８５人、「徐

行しながらも、なんとか走行した人」が７１人であり、この両者が突出して多い。逆に、経路を

変えたり、吹雪が収まるのを待ったりした人は、それぞれ２名、７名であり少ない。このことは、

吹雪の中を走行するドライバーは、吹雪をできるだけ回避するのではなく、我慢しながらも吹雪

の中を走行している実態を示しているといえる。 

 

運転中、吹雪に遭遇したときの行動
（視界100m以下の吹雪を経験したドライバーのみ）

2人

85人

71人

2人

7人

0人

0人

1人

2人

0人 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人 80人 90人

普段と速度はあまり変えずに、
予定通り運転した

普段より速度を落として注意
しながら、予定通り運転した

徐行しながらも、なんとか走行した

走行する道路や経路を変えた

途中で休憩するなどして、
吹雪が収まるのを待った

目的地を変更した

引き返した

救助を要請した、
または救助を待った

その他

 

図１０－１６ 運転中に吹雪に遭遇したときの行動 

（吹雪による視界が１００m以下だったと感じた回答者のみ集計） 

 

 また、この回答者が吹雪の中を走行しているときに、危険や不安を最も感じたことを図１０－

１７に示す。視界１００m以下の吹雪の中、前方の車への追突事故の危険を感じた人が最も多く、

次いで対向車との衝突事故、吹きだまりによる立ち往生が続く。吹雪の中で前方の視界が奪われ

ている中、ドライバーは前方の車への事故の危険を感じながらも、なんとか走行し続けている実

態が浮き彫りといえる。 
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吹雪の中での長距離ドライブの際に、最も危険や不安を感じたこと
（視界100m以下の吹雪を経験したドライバー）

63人

20人

30人

22人

25人

5人

5人

0人 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人

前方の車への追突事故

後方の車両からの追突事故

対向車との衝突事故

路外への逸脱

吹きだまりによる立ち往生

渋滞やノロノロ運転による走行不能

その他

 
図１０－１７ 吹雪の中での運転で最も危険や不安に感じたこと 

（吹雪による視界が１００m以下だったと感じた回答者のみ集計） 

 

 図１０－１８には、事故の危険や気象、情報入手以外で吹雪時の走行で困ったことを属性別に

集計した。他車の雪煙や運転の仕方、停止している車両といった周囲の車両に起因した項目を挙

げる人が多かった。また、世代別では高齢者ほど停止車両や雪煙、安全に停止（休憩）できる場

所を指摘する人が多く、女性と高齢者には共通してトイレを挙げる人が多い傾向にあった。 

吹雪の中の長距離ドライブで、視界不良や事故の危険、必要とした情報内容の他に困ったことは？
（複数回答可、各世代30名×男女＝合計300名、路面や吹きだまりに関する項目は除く）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

男性 女性 18-29歳 30代 40代 50代 60代以上

全体 性別 年代

食料や飲料水 トイレ 安全に駐車（休憩）できる場所

ガソリンスタンドや燃料 前の車や対向車の雪煙 停止している車両

道路上の作業車両 他の車の運転や走り方 道路状況に関わる問い合わせ先

気象情報に関わる問い合わせ先 その他

 

図１０－１８ 吹雪の中を走行していて困ったこと（気象や情報提供に関わる内容を除く） 

 

 回答者のうち片道１００km 以上かつ他支庁に移動した人の情報収集の有無は図１０－１９に

示すとおりであり、移動中の情報入手手段としては車のテレビやカーラジオが圧倒的に多い。一

方、視界１００m 以下の吹雪に遭遇しながらも、移動中に交通情報や気象情報を収集しなかった

人が５１名に達し、１／３弱を占めていた。 
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吹雪の中の長距離ドライブ中に、交通情報や気象情報を調べたか？
（片道100km以上かつ他支庁へ移動したドライバー）

18人

76人

29人

3人

16人

1人

51人

0人 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人 80人

カーナビで調べた

車のテレビやラジオで調べた

携帯電話サイトで交通情報や
気象情報を調べた

道路管理者に電話して聞いた

家族や知人から教えてもらった

その他

走行中は、特に情報を調べなかった

 

図１０－１９ 吹雪の中でのドライブ中における情報入手 

（片道１００km 以上かつ他支庁へ移動した回答者のみ集計） 

 

 ここで、回答者のうち片道１００km 以上かつ他支庁に移動した人に対して、今回と同じような

吹雪が予想された場合に次回はどうするかを聞いた結果を図１０－２０に示す。中止や出発時刻

の変更、違う経路の検討など積極的に吹雪を回避する行動を挙げた人は合計７４人、吹雪に対す

る準備をしたうえで同じように出発すると回答した人は３２名であった。この結果は、的確に情

報が伝わりその内容がドライバーに認識されれば、吹雪の回避行動や準備を促す可能性があるこ

とを示している。その一方で、同じような吹雪に遭遇することがわかっていても、これまでと同

じように出発する人が３４名いた。 

同じような吹雪が予想された場合、次回はドライブするか？
（片道100km以上かつ他支庁へ移動したドライバー）

30人

34人

10人

32人

34人

18人

0人

0人 5人 10人 15人 20人 25人 30人 35人 40人 45人 50人

中止する

出発時刻を変更する

違う経路でのドライブを検討する

吹雪に備えた準備をしたうえで、
同じように出発する

これまでと同じように出発する

わからない

その他

吹雪を回避

吹雪への
準備

 

図１０－２０ 今回の吹雪を経験した上での次の吹雪時の行動について 

（片道１００km 以上かつ他支庁へ移動した回答者のみ集計） 
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（４）北海道地区道路情報の利用状況 

 北海道開発局の「北海道地区道路情報」（http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/index.htm）

の認知度、及び利用状況に関するアンケート結果をまとめたのが図１０－２１である。世代間に

差はあるものの、ＰＣ版のサイトについては３０％強の人が知っているが、携帯電話版や通行止

め情報メール配信サービスの認知度は１０％以下である。 

 ここで、「北海道地区道路情報」を知っている人に対して利用しているサービスを聞いたところ、

ＰＣ版サイトが６９．０％と群を抜いて多い一方で、携帯電話版や通行止め情報メール配信サー

ビスを利用している人は少ない。また、「北海道地区道路情報」を知りながら、どのサービスも利

用していない人が２０．４％いる。 

 一方、アンケートでは「北海道地区道路情報」を知らなかった人に対して、「北海道地区道路情

報（ＰＣ版）」を見てもらった上で、このサービスを今後利用したいかを聞き、その結果を図１０

－２１の右下のグラフにまとめた。その結果、５３．５％がＰＣ版を利用したい、３４．２％が

携帯電話版を利用したいと答えており、こうした道路情報が十分に広報されれば利用が促進され

る可能性を示している。逆に、「北海道地区道路情報」に魅力を感じなかった人も２０．３％いる。 

 

知っていた 知らなかった

「北海道地区道路情報」を知っていたか？
（各世代30名×男女＝合計300名、複数回答可）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

男性

女性

18-29歳

30代

40代

50代

60代以上

全
体

性
別

年
代

PC版

携帯電話版

通行止め情報メール配信サービス

どれも知らなかった

「北海道地区道路情報」で普段利用しているサービス
（「北海道地区道路情報」を知っていると回答したドライバー）

69.0%

14.2%

5.3%

20.4%

0% 20% 40% 60% 80%

PC版

携帯電話版

通行止め情報メール
配信サービス

あてはまるものはない
（どれも利用していない）

今後「北海道地区道路情報」を利用したいと思うサービスは？
（「北海道地区道路情報」を知らなかったと回答したドライバー)

53.5%

34.2%

23.5%

20.3%

0% 20% 40% 60% 80%

PC版

携帯電話版

通行止め情報メール
配信サービス

どれも利用したい
とは思わない

 

図１０－２１ 北海道地区道路情報の利用状況 
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（５）道路吹雪災害対策に関わる要望 

 道路の吹雪対策としては、従来からの防雪施設によるハード的対策や情報提供や的確な道路管

理などのソフト的対策が考えられるが、多数の車両が立ち往生するような吹雪災害を防ぐために

道路利用者が重要と考える方法を図１０－２２にまとめた。アンケート結果から１～３位までに

挙げた回答者数を示している。 

 道路利用者が最も多く１位に挙げたのは防雪柵や防雪林といったハード的対策である一方、「激

しい吹雪が予想される場合には国道であっても早めに通行止めとする」といった道路管理を挙げ

る人も多かった。道路利用者としてはハード的対策の整備を求めつつも、安全のためには必要に

応じて早めに通行止めとする考え方にも理解を示しつつある結果と考えられる。 

 

多数の車両が立ち往生するような吹雪災害を防ぐために重要と考える方法（1～3位まで）

85人

52人

54人

46人

62人
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58人

43人

42人
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41人

65人
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57人

45人
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0人 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人 80人 90人 100人

防雪林や防雪柵など防雪施設の整備を
これまで以上に進める

発光する矢羽根やスノーポールなどの
視線誘導施設をこれまで以上に整備する

道路交通情報（通行止め情報、経路情報）の
提供をこれまで以上に充実させる

気象情報（天気予報、予測情報）を
これまで以上に充実させる

激しい吹雪が予想される場合には、
国道などの幹線道路であっても事故や立ち往生を

避けるために、早めに通行止めとする

その他

1位に挙げた回答者数
2位に挙げた回答者数

3位に挙げた回答者数

 

図１０－２２ 道路吹雪災害を防ぐために重要と考えられる方法 

 

 







10-33 

表１０－１２ 大規模吹雪災害に備えた現状の課題と技術的課題 

技術的課題
1) 吹雪時の停渋滞の発生条件の把握
・吹雪による視程障害に伴う停渋滞が生じ
る条件
・事故による停渋滞への影響

視程障害時の低速走行に伴う交通容量の
低下を解明し、実交通量から吹雪時に停
渋滞を招きやすい路線の抽出方法を検討
する。

2) 走行不能となる吹雪・交通条件の把握
・吹きだまりによって車両の走行が困難に
なる条件

車両の停車時間による前後の吹きだまりの
発生規模を把握し、停渋滞が走行不能に
陥る条件を検討する。

3) 吹雪災害に脆弱な路線の把握
・吹雪災害事例の蓄積・整理
・吹雪災害事例の道路構造、地形、植生な
どの要因による分析・整理
・天気図パターンによる吹雪災害の整理

吹雪災害事例と上記の検討結果を総合
し、著しい吹雪時に多数の車両が立ち往
生しやすい路線（区間）の特定方法を検討
する。

●防雪林、防雪柵
・これまでにない規模の吹雪や気象
条件（風向など）への対応性

・ハード的対策の実施箇所の検討 過去に経験していない規模や気象条件の
吹雪に対して、ハード対策を整備する必要
性（現実的）の有無の検討。

● 視線誘導施設
・自発光施設の場合、維持管理費
の増大となる。

・視線誘導施設の実施箇所の検討 規模が大きく甚大な吹雪時には、視線誘
導対策が効果を発揮しない可能性があり、
効果の適用範囲を把握する必要がある。

●除雪管理
・特定路線における除雪機械力の
集中など

・吹雪災害時に確保する路線優先度の検
討

吹雪の規模に応じて除雪機械を集中的に
投入する路線の選択方法と、選択結果のド
ライバー周知や理解が課題となる。

● 通行規制
・災害規模の予見による通行規制判
断

・通行規制判断基準の検討
・判断基準となる気象要因と基準値の検討

通行規制の判断基準の考え方、及び早め
の通行規制とした場合に、道路利用者の
理解を得るための方策を検討する（道路利
用者へのアンケート結果では理解が得られ
る可能性を示している）。

情
報
提
供

●道路交通情報
・ドライバーへの周知、利用の促進
・吹雪に対する避難場所、トイレ情
報などの充実

・道路交通情報の広報
・道路交通情報の利用促進
・情報提供内容の検討とコンテンツ充実
・動的情報（気象情報や通行止情報など）
に限らず、静的情報（避難場所の位置情報
など）の発信と充実

道路交通情報の利用促進だけでなく、情
報内容による適切な準備や回避行動を促
す方策が課題となる。

●吹雪に対する準備
・吹雪に備えた車載品や準備に関
する知識の普及と促進

・吹雪に対する知識の啓蒙普及策 道路利用者の実践を促す方策が課題とな
る。

● 吹雪時の走行知識
・吹雪時の安全走行技術の啓蒙
・経路選択など回避行動の知識普
及

・吹雪走行に関わる走行知識の啓蒙普及
・適切な回避行動を促す道路交通情報の
構築

道路利用者の実践を促す方策が課題とな
る。

今後の対応策
現状の課題

ハ
ー

ド
対
策

種別

●吹雪災害の構造の把握
・多数の車両が立ち往生する気象
要因、交通要因が十分に解明され
ていなく、その構造を明らかにする
必要がある。

ソ
フ
ト
対
策

道
路
管
理

知
識
啓
蒙

吹
雪
災
害
の
構
造
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なお、表１０－１２に示すような多数の車両が立ち往生する吹雪災害に対する道路管理上の対

応策を検討していく上では、次の項目を継続的に進めていく必要がある。 

① 道路吹雪災害事例の蓄積 

 前述の図１０－３に示すように、大規模な吹雪災害を対象にその事例を積み重ね、後の

検討のためのデータベースとする必要がある。 

② 道路利用者の行動把握 

 道路吹雪災害に伴う道路利用者の交通行動は、今後の対策を進める上では大きなカギと

なる。今後、規模の大きい吹雪災害が発生した場合、本活動で進めた道路利用者アンケー

トを実施するなどし、道路利用者の交通行動を把握する必要がある。 

 

 




